
一
頁

平
成
一
○
年
一
二
月
一
七
日
判
決
言
渡

同
日
原
本
交
付

裁
判
所
書
記
官

平
成
六
年

第
五
二
九
号
長
良
川
河
口
堰
建
設
差
止
請
求
控
訴
事
件
（
原
審
・
岐
草
地
方
裁
判
所

(ﾈ)

昭
和
五
七
年

第
二
一
八
号
）

(ﾜ)

判

決

当
事
者
の
表
示

別
紙
当
事
者
目
録
記
載
の
と
お
り

主

文

一

本
件
控
訴
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

二

控
訴
人
ら
の
当
審
に
お
け
る
各
予
備
的
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。

三

控
訴
費
用
は
控
訴
人
ら
の
負
担
と
す
る
。

事

実

（
以
下
に
お
い
て
は
、
別
紙
物
件
目
録
記
載
の
長
良
川
河
口
堰
を
「
本
件
堰
」
と
い
い
、
距
離
標



二
頁

を
基
準
と
し
た
河
口
か
ら
の
距
離
を
表
す
の
に
「
粁
」
を
用
い
る
な
ど
、
原
判
決
と
同
一
の
略
号

・
略
称
を
用
い
る
ほ
か
、
長
良
川
河
口
堰
調
査
報
告
書
平
成
七
年
七
月
第
一
巻
な
い
し
第
四
巻

（
乙
二
六
四
の
１
な
い
し
４
）
を
「
平
成
六
年
度
調
査
報
告
書
」
と
い
う

）
。

第
一

当
事
者
の
求
め
た
裁
判

一

控
訴
人
ら

１

原
判
決
を
取
り
消
す
。

２

主
位
的
請
求
（
第
一
次
請
求
）

被
控
訴
人
は
本
件
堰
を
建
設
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

当
審
に
お
け
る
先
順
位
の
予
備
的
請
求
（
第
二
次
請
求
）

被
控
訴
人
は
本
件
堰
を
収
去
せ
よ
。

４

当
審
に
お
け
る
後
順
位
の
予
備
的
請
求
（
第
三
次
請
求
）



三
頁

被
控
訴
人
は
、
本
件
堰
に
つ
き
、
そ
の
ゲ
ー
ト
扉
を
閉
鎖
し
て
は
な
ら
な
い
。

５

訴
訟
費
用
は
、
第
一
、
二
審
と
も
、
被
控
訴
人
の
負
担
と
す
る
。

二

被
控
訴
人

１

（
主
位
的
請
求
に
対
す
る
本
案
前
の
答
弁
）

控
訴
人
ら
の
主
位
的
請
求
に
か
か
る
訴
え
を
却
下
す
る
。

２

（
本
件
控
訴
及
び
控
訴
人
ら
の
当
審
に
お
け
る
各
予
備
的
請
求
に
対
す
る
答
弁
）

主
文
と
同
旨

第
二

事
案
の
概
要

本
件
は
、
長
良
川
の
揖
斐
川
と
の
合
流
地
点
付
近
に
建
設
さ
れ
る
本
件
堰
に
つ
き
、
住
民

二
○
名
が
原
告
と
し
て
水
資
源
開
発
公
団
に
対
し
、
人
格
権
、
環
境
権
等
に
基
づ
く
建
設
差

止
請
求
を
し
、
原
審
に
お
い
て
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
と
こ
ろ
、
内
一
二
名
が
控
訴
し
、
当
審



四
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に
お
い
て
、
環
境
権
、
安
全
権
に
基
づ
き
、
建
設
差
止
請
求
の
ほ
か
、
予
備
的
に
本
件
堰
の

収
去
請
求
、
ゲ
ー
ト
扉
の
閉
鎖
禁
止
請
求
を
追
加
し
、
こ
れ
に
対
し
、
右
公
団
は
、
本
件
堰

が
完
成
し
た
と
し
て
建
設
差
止
請
求
に
つ
き
訴
え
の
却
下
な
い
し
控
訴
棄
却
を
求
め
、
そ
の

余
の
請
求
に
つ
き
請
求
棄
却
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

第
三

当
事
者
の
主
張

当
事
者
双
方
の
主
張
は
、
当
審
に
お
い
て
、
本
件
各
請
求
の
根
拠
及
び
要
件
に
関
す
る
主

張
が
次
項
（
第
四
）
の
と
お
り
で
あ
り
、
ま
た
、
本
件
堰
の
目
的
用
途
等
、
河
道
の
流
下
能

力
、
塩
害
等
、
利
水
上
の
必
要
性
等
、
地
盤
漏
水
、
環
境
問
題
、
本
件
堰
の
危
険
性
に
関
す

る
主
張
が
第
二
分
冊
（
控
訴
人
ら
準
備
書
面
）
及
び
第
三
分
冊
（
被
控
訴
人
準
備
書
面
）
の

と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
を
付
加
す
る
ほ
か
、
原
判
決
事
実
摘
示
「

当
事
者
の
主

（

張

」
欄
（
原
判
決
一
丁
裏
四
行
目
冒
頭
か
ら
一
六
六
丁
裏
六
行
目
末
尾
ま
で
）
の
記
載
と

）



五
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同
一
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

第
四

本
件
各
請
求
の
根
拠
及
び
要
件
に
関
す
る
当
事
者
の
主
張

一

控
訴
人
ら
の
主
張

１

は
じ
め
に

本
件
の
よ
う
な
公
共
事
業
の
民
事
差
止
請
求
（
本
件
堰
の
建
設
差
止
請
求
の
ほ
か
、
収

去
請
求
、
運
用
差
止
請
求
を
含
む
。
以
下
、
本
項
に
お
い
て
同
様
に
用
い
る

）
の
要
件

。

及
び
立
証
責
任
は
、
結
論
的
に
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

権
利
侵
害
、
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
、
公
共
事
業
に
対
す
る
差
止
請
求
は
認
容

さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
公
共
事
業
が
「
純
」
の
公
共
の
利
益
が
最
も
大
き
い
最
適
案
で

あ
り

か
つ

被
害
防
止
対
策
が
と
ら
れ
て
権
利
侵
害
が
防
止

回
復
等
さ
れ
る
場
合
は

、

、

、

、

そ
の
差
止
請
求
は
棄
却
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
立
証
責
任
は
こ
れ
ら
の
主
張
者
が
負
う
が
、



六
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資
料
の
偏
在
等
の
理
由
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。

２

権
利
侵
害

基
本
的
考
え
方

( )一

民
事
差
止
請
求
は

権
利
の
保
全
を
目
的
と
す
る
こ
と
に
由
来
す
る

し
た
が
っ
て

、

。

、

民
事
差
止
請
求
の
要
件
と
し
て
、
権
利
侵
害
又
は
権
利
侵
害
の
可
能
性
の
あ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
公
共
事
業
の
民
事
差
止
請
求
に
お
い
て
も
、
す
で
に
公
共
事
業
に
よ
り

権
利
侵
害
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
権
利
侵
害
に
よ
り
、
権
利
侵
害
が
発
生
し
て
い
な

い
と
き
で
も
、
権
利
侵
害
の
可
能
性
に
よ
り
、
差
止
請
求
は
認
容
さ
れ
る
。
こ
こ
に
い

う
「
権
利
」
に
は
、
社
会
的
に
法
的
な
保
護
に
値
す
る
も
の
と
さ
れ
た
利
益
、
価
値
も

含
ま
れ
る
。
そ
の
意
味
で

「
権
利
」
は
社
会
の
動
き
の
中
で
変
化
し
、
形
成
さ
れ
る

、

も
の
で
あ
る
。



七
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本
件
に
お
け
る
控
訴
人
ら
の
権
利

( )二

河
川
に
つ
い
て
の
環
境
権

(1)

控
訴
人
ら
が
本
件
で
主
張
す
る
の
は
、
河
川
に
つ
い
て
の
環
境
権
で
あ
る
。

「
環
境
」
と
は
自
然
環
境
や
生
活
環
境
で
あ
っ
て
、
元
来
自
然
の
も
の
で
、
人
の

諸
活
動
に
よ
り
汚
損
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
保
全
の
必
要
性
が
生
じ
た
。

こ
こ
で
い
う
「
環
境
」
と
は
自
然
の
状
態
、
人
や
動
植
物
の
生
息
・
生
育
の
場
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

河
川
は
、
基
本
的
に
、
流
水
、
河
道
、
河
道
空
間
で
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
源
流

か
ら
河
口
へ
と
形
状
を
変
化
さ
せ
な
が
ら
連
続
し
て
い
る
。
こ
れ
ち
は
人
為
の
加
わ

っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
も
の
の
、
自
然
の
営
力
の
結
果
で
あ
る
。
河
川
の
多
様
な
地

形
と
流
水
の
状
態
は
、
多
種
多
様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
を
可
能
に
す
る
自
然
環
境
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と
な
っ
て
お
り
、
地
形
や
流
水
の
状
態
と
合
わ
せ
て
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る
。
都

市
化
と
工
業
化
は
こ
の
よ
う
な
河
川
の
状
況
を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
河
川
だ
け
が
多

様
な
生
物
の
生
息
・
生
育
す
る
場
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
多
く
の
河
川
で
は

汚
染
・
汚
濁
、
河
川
工
事
に
よ
っ
て
自
然
環
境
が
損
な
わ
れ
、
多
種
多
様
な
生
物
が

生
息
・
生
育
す
る
の
は
限
ら
れ
た
河
川
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
河
川
で
の
生
物
種
の

多
様
性
は
急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
サ
ツ
キ
マ
ス
の
よ
う
な
絶
滅
危
惧
種
、
さ
ら

に
は
絶
滅
危
急
種
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
生
物
も
あ
る
。
長
良
川
は
豊
か
な
自
然
が
残

さ
れ
た
数
少
な
い
河
川
の
一
つ
で
あ
る
。

河
川
は
、
こ
れ
ま
で
そ
の
自
然
環
境
を
基
盤
に
し
て
、
人
、
特
に
流
域
住
民
に
日

常
生
活
で
利
用
さ
れ
、
そ
れ
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
河
川
の
利

用
と
利
益
の
享
受
は
流
域
住
民
の
共
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
河
川
環
境
に
価
値
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が
あ
り
、
そ
れ
を
全
て
の
人
が
等
し
く
享
受
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、

河
川
環
境
は
人
、
特
に
流
域
住
民
の
共
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
河
川
の
自
然
的
な
価
値
、
と
り
わ
け
多
様
な
生
態
系
を
育
む
と
い

う
価
値
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
、
お
よ
び
河
川
が
流
域
住
民
の
共
有
財
産
で
あ
る
こ
と

は
、
平
成
七
年
三
月
三
○
日
河
川
審
議
会
答
申
「
今
後
の
河
川
環
境
の
あ
り
方
に
つ

い
て
」
に
お
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
し
て
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。安

全
権

(2)

生
命
、
身
体
、
財
産
は
そ
の
侵
害
か
ら
守
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
安
全

性
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
水
害
等
の
災
害
か
ら
の
安
全
性
は
、
個
々
の

生
命
、
身
体
、
財
産
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
統
合
状
態
、
さ
ら
に
行
動
を
も
含
む
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人
の
生
活
全
体
の
安
全
性
で
あ
る
。
こ
れ
を
安
全
権
と
い
う
。

水
害
等
の
災
害
か
ら
の
安
全
性
は
、
第
一
に
堤
防
等
の
防
災
施
設
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
状
態
が
安
全

権
の
内
容
を
な
す
。
こ
の
よ
う
な
安
全
状
態
は
、
被
害
に
さ
ら
さ
れ
る
全
て
の
人
が

等
し
く
享
受
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
安
全
状
態
は
こ
れ
ら
の
人
の
共
有
に
属

し
て
い
る
。

環
境
権
、
安
全
権
の
主
体

(3)

環
境
権
も
安
全
権
も
共
有
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
共
有
状
態
は
空
間
的
だ
け
で
は

な
く
時
間
的
な
も
の
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
同
一
世
代
間
の
者
の
間
だ
け

で
な
く
次
世
代
の
者
と
の
間
で
も
共
有
の
権
利
で
あ
る
。
個
々
の
権
利
主
体
は
、
共

有
財
（
価
値
あ
る
も
の
）
の
保
存
行
為
と
し
て
、
単
独
で
、
環
境
や
安
全
状
態
の
侵
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害
に
対
し
て
、
そ
の
予
防
や
排
除
を
な
し
得
る
。
そ
れ
は
自
己
の
た
め
だ
け
で
は
な

く
、
他
者
、
将
来
世
代
の
者
の
た
め
で
も
あ
る
。

３

事
業
の
公
共
性
＝
公
共
の
利
益
の
存
在

公
共
の
利
益

(1)

権
利
侵
害
と
な
る
行
為
で
あ
っ
て
も
、
正
当
性
が
あ
れ
ば
、
権
利
侵
害
が
許
さ
れ
る

場
合
が
あ
る
。

公
共
事
業
に
正
当
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
国
や
国
の
計
画
に
よ
る
事
業
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り

公
共
の
利
益
が
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、

。

公
共
事
業
は
、
利
益
（
プ
ラ
ス
面
）
の
み
で
な
く
不
利
益
（
マ
イ
ナ
ス
面
）
を
も
た

ら
す
。
ま
た
、
事
業
の
実
施
に
は
費
用
を
必
要
と
し
、
不
利
益
の
防
止
等
の
対
策
が
必

要
と
さ
れ
る
と
き
に
は
そ
の
費
用
も
必
要
で
あ
る
。
原
判
決
は
、
差
止
請
求
者
の
損
害
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の
程
度
が
公
共
事
業
に
よ
る
公
共
の
利
益
を
上
回
る
場
合
に
差
止
請
求
が
認
容
さ
れ
る

旨
判
示
し
て
い
る
が

こ
の

公
共
の
利
益

は

純

の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず

、

「

」

「

」

、

あ
る
公
共
事
業
の
「
純
」
の
公
共
の
利
益
は
公
共
の
利
益
か
ら
公
共
の
不
利
益
や
費
用

を
差
し
引
い
た
も
の
と
な
る
。
事
業
に
よ
る
公
共
の
不
利
益
（
そ
の
一
表
現
が
費
用
で

あ
る

）
に
つ
い
て
は
、
差
止
請
求
者
の
被
害
と
は
別
に
差
し
引
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

。

い
。公

共
事
業
の
公
共
の
利
益
は
、
事
業
目
的
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
限
界
づ
け
ら
れ
て

い
る
。

最
適
案

( )二

公
共
事
業
は
合
理
的
な
も
の
で
な
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
共
事
業
は
単
に
、
国
や
国

の
計
画
に
基
づ
く
公
団
の
事
業
で
は
な
く

「
公
共
的
な
目
的
を
有
す
る
事
業
」
で
あ

、
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る
。
公
共
事
業
が
公
共
的
な
目
的
を
持
つ
に
は
、
事
業
が
合
理
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

公
共
事
業
の
合
理
性
は
、
複
数
の
事
業
案
に
つ
い
て
、
相
対
的
に
比
較
し
て
い
ず
れ

が
最
も
優
れ
て
い
る
か
を
判
定
す
る
こ
と
（
複
数
事
業
案
か
ら
の
最
適
案
の
選
択
）
に

よ
り
達
成
さ
れ
、
あ
る
い
は
評
価
さ
れ
る
。
逆
に
、
あ
る
事
業
案
よ
り
も
優
れ
た
事
業

案
が
あ
る
と
き
、
劣
っ
た
事
業
案
を
選
択
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
。

各
事
業
案
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
最
適
案
は
、
各
案
の
利
益
／
不

利
益
、
利
益
／
費
用
の
比
や
純
利
益
を
比
較
し
て
、
そ
の
値
等
が
最
も
大
き
い
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
最
適
案
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
複
数
の
事
業
案
に
つ
い
て
の
利
益

／
費
用
比
等
を
求
め
、
そ
れ
ら
を
相
互
に
比
較
し
て
最
も
数
値
の
良
い
最
適
な
も
の
を

選
択
す
る
方
法
を
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
利
益
と
不
利
益
・
費
用
の
検
討



一
四
頁

に
よ
っ
て
、
複
数
事
業
案
の
中
で
最
も
優
れ
て
い
る
事
業
の
選
択
が
可
能
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
公
共
事
業
の
決
定
に
合
理
性
が
あ
る
と
言
い
得
る
に
は
、
複
数
代

替
案
か
ら
純
利
益
の
最
も
大
き
い
最
適
案
が
選
択
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ

る
。立

証
責
任

( )三

公
共
事
業
の
公
共
性
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
事
業
が
公
共
の
利
益
を
も
た
ら
し
合
理
的

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
事
業
の
正
当
性
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
事
業
者

が
主
張
、
立
証
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
共
事
業
の
差
止
請
求
訴
訟
に

お
い
て
は
、
当
該
公
共
事
業
が
代
替
案
の
中
で
最
適
案
で
あ
る
こ
と
を
事
業
者
に
お
い

て
主
張
、
立
証
し
、
裁
判
所
は
そ
う
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

４

被
害
防
止
対
策



一
五
頁

本
件
各
請
求
の
対
象
と
な
る
公
共
事
業
の
種
類

( )一

控
訴
人
ら
が
本
件
各
請
求
の
対
象
と
す
る
公
共
事
業
は
、
浚
渫
に
よ
る
塩
害
防
止
の

た
め
の
河
口
堰
建
設
事
業
や
河
口
堰
建
設
に
よ
る
地
盤
漏
水
防
止
の
た
め
の
漏
水
対
策

事
業
で
あ
り
、
被
害
防
止
・
回
復
事
業
（
他
の
公
共
事
業
に
よ
る
被
害
の
防
止
や
回
復

を
目
的
と
す
る
事
業
）
で
あ
る
。

限
界

( )二

前
記
３

で
述
べ
た
よ
う
に
公
共
事
業
に
お
け
る
「
公
共
の
利
益
」
は
「
純
」
の
も

( )一

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
利
益
か
ら
費
用
を
始
め
と
す
る
不
利
益
を
差
し
引
い
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
「
純
」
の
公
共
の
利
益
は
正
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
事
業

の
合
理
性
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
費
用
等
の
不
利
益
が
、
得
よ
う
と
す
る
利
益
を

上
回
る
の
は
不
合
理
で
あ
る
。
被
害
防
止
・
回
復
事
業
の
利
益
は
、
他
の
公
共
事
業
に



一
六
頁

よ
っ
て
発
生
す
る
被
害
の
防
止
・
回
復
で
あ
り
、
そ
の
大
き
さ
は
、
防
止
・
回
復
し
よ

う
と
す
る
被
害
額
等
の
被
害
内
容
で
評
価
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
害
防
止
・
回
復

事
業
に
お
い
て
は
、
防
止
・
回
復
し
よ
う
と
す
る
被
害
内
容
を
費
用
等
の
被
害
防
止
・

回
復
事
業
の
不
利
益
の
内
容
と
比
較
し
（
例
え
ば
、
防
止
し
よ
う
と
す
る
被
害
額
と
防

止
費
用
を
比
較
す
る

、
前
者
が
後
者
を
上
回
り

「
純
」
の
公
共
の
利
益
が
正
に

。
）

、

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
そ
の
事
業
実
施
の
限
界
で
あ
る
。

補
償
性

( )三

被
害
防
止
・
回
復
事
業
は
、
他
の
公
共
事
業
に
よ
る
被
害
防
止
を
目
的
と
す
る
事
業

で
、
他
事
業
の
補
償
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
補
償
性
か
ら
、
次
の
こ
と
が
導

き
だ
さ
れ
る
。

第
一
に
、
被
害
防
止
・
回
復
事
業
の
費
用
は
、
そ
の
被
害
を
起
こ
す
他
の
公
共
事
業



一
七
頁

の
費
用
と
な
る
。

第
二
に
、
被
害
防
止
・
回
復
事
業
の
内
容
、
機
能
の
有
効
性
、
純
利
益
の
大
き
さ
、

最
適
案
で
あ
る
こ
と
等
事
業
に
つ
い
て
の
立
証
責
任
は
被
害
を
発
生
さ
せ
た
事
業
者
に

あ
る
。

立
証
責
任
の
内
容

( )四

第
一
は
、
当
該
被
害
防
止
・
回
復
事
業
の
内
容
で
あ
る
。

第
二
は
、
当
該
事
業
の
被
害
防
止
・
回
復
機
能
の
有
効
性
で
あ
る
。
ま
ず
、
設
計
条

件
の
妥
当
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
必
要
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
設
計
外
力
が
妥
当
な

も
の
か
、
機
能
は
有
効
に
働
き
予
定
さ
れ
た
目
的
は
達
成
さ
れ
る
の
か
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
は
、
当
該
被
害
防
止
・
回
復
事
業
の
利
益
、
つ
ま
り
他
の
公
共
事
業
に
よ
る
被



一
八
頁

害
項
目
と
被
害
額
な
ど
の
被
害
内
容
、
当
該
事
業
費
用
な
ど
の
不
利
益
の
内
容
、
両
者

を
比
較
し
た
純
利
益
の
大
き
さ
や
内
容
で
あ
る
。

第
四
は
、
当
該
被
害
防
止
・
回
復
事
業
が
最
適
案
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

５

受
忍
限
度
論
に
つ
い
て

公
共
事
業
の
差
し
止
め
の
要
件
の
考
え
方
と
し
て
、
受
忍
限
度
論
が
あ
る
。
こ
の
点
、

被
控
訴
人
は

「
本
件
事
業
が
控
訴
人
ら
に
対
し
受
忍
限
度
を
超
え
る
被
害
を
及
ぼ
す
か

、

否
か
を
端
的
に
判
断
す
れ
ば
足
り
る
」
と
主
張
す
る
。

受
忍
限
度
論
は
論
理
的
に
未
熟
で
あ
る

受
忍
限
度
論
は

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
判
断

。

、

、

思
考
過
程
を
す
る
の
か
の
論
理
の
枠
組
み
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
実

際
に
な
さ
れ
た
判
断
過
程
の
追
試
、
検
証
が
で
き
な
い
。
結
局
、
被
控
訴
人
の
よ
う
に

「
端
的
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
し
か
意
味
の
分
ら
な
い
情
緒
的
な
思
考
過
程
し
か
示
せ



一
九
頁

な
い
の
で
あ
る
。

受
忍
限
度
論
に
お
い
て
、
差
止
請
求
者
の
被
害
の
み
か
ら
、
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
る

か
否
か
の
判
断
が
な
さ
れ
る
の
で
は
な
い

「
受
忍
限
度
」
と
は
権
利
侵
害
を
公
共
事
業

。

の
公
共
の
利
益
と
対
比
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
利
侵
害
に
よ
る
差
し
止
め
を
制
約
す
る

も
の
で
あ
る

「
受
忍
限
度
を
超
え
る
被
害
」
と
い
う
も
の
を
差
止
要
件
に
持
ち
出
す
以

。

上
、
侵
害
行
為
で
あ
る
公
共
事
業
に
お
け
る
公
共
の
利
益
に
つ
い
て
の
判
断
を
欠
く
こ
と

は
で
き
な
い

こ
の
よ
う
な
公
共
事
業
に
お
け
る
公
共
の
利
益
を
含
め
た
判
断
は

結
局

。

、

、

前
記
４
ま
で
に
述
べ
た
判
断
で
あ
る
。
受
忍
限
度
論
は
、
必
要
な
判
断
を
論
理
立
て
て
き

ち
ん
と
し
て
ゆ
く
と
、
前
記
４
ま
で
に
述
べ
た
判
断
過
程
に
収
れ
ん
さ
れ
る
。

二

被
控
訴
人
の
主
張

１

主
位
的
請
求
（
本
件
堰
建
設
の
差
止
請
求
）
に
つ
い
て



二
〇
頁

被
控
訴
人
は

本
件
堰

本
件
堰
管
理
の
た
め
の
管
理
所
と
こ
れ
に
附
帯
す
る
施
設

、

、

、

( )一
水
位
及
び
水
質
観
測
設
備
、
通
信
連
絡
設
備
等
の
す
べ
て
の
工
事
を
平
成
七
年
三
月
二

七
日
を
も
っ
て
完
了
し

同
月
三
○
日

建
設
大
臣
か
ら
完
成
合
格
書
の
交
付
を
受
け

、

、

、

同
月
三
一
日
、
本
件
堰
新
築
工
事
が
完
了
し
た
旨
の
公
告
を
官
報
に
公
示
し
た
も
の
で

あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
控
訴
人
は
、
平
成
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
本
件
堰
の
建
設
に
関

( )二
す
る
工
事
及
び
手
続
の
一
切
を
完
了
し
、
本
件
堰
建
設
に
つ
い
て
何
ら
か
の
行
為
を
な

す
余
地
は
全
く
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
ら
が
求
め
る
差
止
請
求
は
、

そ
の
目
的
を
失
い
、
対
象
を
欠
き
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
請
求
を
な
す
必
要
性
を
も
有
し

な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
主
位
的
請
求
は
却
下
を
免
れ
な
い
。

２

差
止
請
求
の
根
拠
及
び
要
件



二
一
頁

環
境
権
及
び
控
訴
人
ら
の
い
う
安
全
権

( )一

環
境
権
は
差
止
請
求
権
の
根
拠
と
な
り
得
な
い
。
ま
た
、
本
件
堰
は
平
成
七
年
七
月

六
日
運
用
開
始
後
既
に
三
年
近
く
を
経
過
し
て
い
る
が
、
ゲ
ー
ト
操
作
は
円
滑
に
行
わ

れ
て
お
り
（
平
成
九
年
上
半
期
に
限
っ
て
み
て
も
出
水
時
に
は
八
回
の
全
開
操
作
を
円

滑
に
行
っ
た
。
乙
三
二
九
の
２
・
二
―
八
頁

、
右
運
用
開
始
後
何
人
か
ら
も
控
訴
人

）

ら
の
い
う
安
全
権
に
つ
い
て
権
利
侵
害
が
あ
っ
た
と
の
訴
え
を
聞
い
て
い
な
い
し
、
そ

の
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
客
観
的
事
実
も
な
い
。

控
訴
人
ら
の
い
う
環
境
権
、
安
全
権
な
る
も
の
の
前
記
一
２
の
主
張
が
何
を
言
お
う

と
し
て
い
る
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
当
該
控
訴
人
ら
が
、
他
者
に
対
す

る
権
利
侵
害
ま
た
は
そ
の
可
能
性
に
対
し
て
も
、
差
止
請
求
な
い
し
収
去
請
求
が
で
き

る
と
考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
現
行
の
民
事
訴
訟
制
度
を
全
く
無
視
し
た
も
の



二
二
頁

と
し
か
い
い
よ
う
が
な
い
。

差
止
請
求
の
要
件

( )二

差
止
請
求
が
許
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
権
利
侵
害
ま
た
は
そ
の
お
そ
れ
の
み
で
は
足

り
ず
、
少
な
く
と
も
、
控
訴
人
ら
の
被
害
の
程
度
が
受
忍
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
差
止
請
求
に
つ
い
て
、
本
件
事
業
の
差
止
め
を
求
め
る
控
訴
人
ら
の

本
件
請
求
が
認
容
さ
れ
る
た
め
に
は
、
控
訴
人
ら
に
お
い
て
、
①
控
訴
人
ら
が
被
害
を

受
け
る
高
度
の
が
い
然
性
が
あ
る
こ
と
、
②
本
件
事
業
と
右
被
害
と
の
間
に
相
当
因
果

関
係
が
あ
る
こ
と
、
③
右
被
害
の
程
度
が
受
忍
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主

張
立
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
つ
そ
れ
を
も
っ
て
十
分
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
も
、
本
件
堰
は
既
に
完
成
し
、
本
格
運
用
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件



二
三
頁

堰
の
収
去
を
求
め
、
あ
る
い
は
本
件
堰
の
ゲ
ー
ト
の
閉
鎖
の
差
止
め
を
求
め
る
控
訴
人

ら
の
各
予
備
的
請
求
に
お
い
て
は
、
右
控
訴
人
ら
は
①
に
つ
き
一
層
高
度
な
が
い
然
性

が
あ
る
こ
と
を
主
張
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

差
止
請
求
の
要
件
に
つ
い
て
の
控
訴
人
ら
の
主
張
立
証

( )三

控
訴
人
ら
は
右

の
要
件
に
該
当
す
る
事
実
の
主
張
、
立
証
を
全
く
行
っ
て
い
な

(1)

( )二

い
。
右
①
の
要
件
に
つ
い
て
、
控
訴
人
ら
は
、
一
般
的
、
抽
象
的
、
感
情
的
主
張
に

と
ど
ま
り
、
具
体
的
に
い
か
な
る
権
利
侵
害
を
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
り
、
い
か
な

る
程
度
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
か
に
つ
い
て
全
く
主
張
立
証
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

本
件
堰
は
既
に
運
用
段
階
に
移
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
控
訴
人
ら
は
そ
れ
に
よ

り
各
自
が
ど
の
よ
う
に
回
復
し
難
い
明
白
か
つ
重
大
な
損
害
が
生
じ
る
か
を
具
体
的

に
明
ら
か
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が

全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

、

。



二
四
頁

こ
れ
を
論
点
ご
と
に
み
る
と
、
次
項
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
板
取
ダ
ム
の
建
設
に
よ
る
被
害
を
理
由
と
す
る
別
紙
第
三
、
第
四
控
訴
人

(2)
目
録
記
載
の
控
訴
人
ら
の
請
求
は
、
主
張
自
体
失
当
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
控
訴
人

ら
は
、
板
取
村
が
長
良
川
上
流
ダ
ム
の
設
置
場
所
の
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
と
し
て
い
る
が
、
長
良
川
上
流
部
の
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
計
画
は
未

定
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
い
ま
だ
具
体
的
計
画
の
決
定
さ
れ
て
い
な
い
ダ
ム
建
設

に
よ
る
被
害
を
理
由
と
し
て
救
済
を
求
め
る
の
は
主
張
自
体
失
当
で
あ
る
。
ま
た
、

長
良
川
上
流
ダ
ム
の
建
設
事
業
は
、
本
件
事
業
と
は
別
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
業
の
差
止
め
に
よ
っ
て
右
上
流
ダ
ム
建
設
事
業
が
差
し
止

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
上
流
ダ
ム
建
設
の
披
害
を
主
張
し
て
本
件
事
業
の
差
止

め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。



二
五
頁

別
紙
第
四
控
訴
人
目
録
記
載
の
控
訴
人
ら
の
河
床
浚
渫
に
よ
る
河
床
変
動
を
理
由

(3)
と
す
る
権
利
侵
害
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
主
張
に
具
体
性
が
な
い
の
み
な
ら
ず
、
全

く
科
学
的
根
拠
を
欠
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
何
ら
の
立
証
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

か
え
っ
て
被
控
訴
人
に
お
い
て
控
訴
人
ら
が
危
惧
す
る
よ
う
な
こ
と
が
全
く
な
い
こ

と
を
立
証
し
て
い
る
。

別
紙
第
三
、
第
四
控
訴
人
目
録
の
控
訴
人
ら
は
、
本
件
事
業
及
び
建
設
省
が
行
う

本
件
浚
渫
の
影
響
を
全
く
受
け
な
い
者
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
居
住
環
境
も
全
く
変

る
と
こ
ろ
が
な
い
者
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
控
訴
人
ら
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
一
人

で
あ
る
控
訴
人
□
□
□
□
が
、
原
審
に
お
け
る
本
人
尋
問
に
お
い
て
、
被
控
訴
代
理

人
か
ら
本
件
事
業
及
び
浚
渫
に
よ
り
同
控
訴
人
本
人
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る

か
と
尋
ね
ら
れ
た
と
き
、
こ
れ
に
全
く
答
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
白
に
物
語
っ



二
六
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て
い
る
（
□
□
本
人
原
審
第
三
五
回
口
頭
弁
論
調
書
速
記
録
二
二
頁
な
い
し
二
六

頁

。
）控

訴
人
ら
の
、
長
良
川
の
流
域
住
民
と
し
て
の
良
好
な
自
然
環
境
を
破
壊
さ
れ
た

(4)
と
の
主
張
に
つ
い
て
は
、
木
来
、
環
境
権
が
差
止
請
求
権
の
根
拠
た
り
得
な
い
と
し

た
確
立
し
た
判
例
に
照
ら
し
失
当
で
あ
る
。
ま
た
、
控
訴
人
ら
の
環
境
破
壊
の
主
張

は
、
控
訴
人
ら
の
生
命
、
身
体
の
安
全
に
関
す
る
利
益
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
も
な
い
か
ら
、
主
張
自
体
失
当
と
い
う
ほ
か
な
い
。

別
紙
第
一
控
訴
人
目
録
記
載
の
控
訴
人
ら
は
、
堤
内
地
の
湿
潤
化
及
び
長
良
川
堤

(5)
防
決
壊
の
危
険
の
増
大
に
よ
り
被
害
が
生
じ
る
旨
主
張
す
る
。

し
か
し
、
長
良
川
か
ら
の
堤
内
地
へ
の
浸
透
水
は
大
江
川
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
江
川
よ
り
西
の
揖
斐
川
寄
り
に
居
住
す
る
別
紙
第
一
控
訴
人



二
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目
録
の
控
訴
人
ら
は
本
件
堰
上
流
の
水
位
変
動
に
よ
る
影
響
を
一
切
受
け
な
い
の
で

あ
っ
て
、
右
主
張
は
全
く
失
当
で
あ
る
。

ま
た
、
別
紙
第
一
控
訴
人
目
録
の
控
訴
人
ら
は
、
堤
内
地
地
下
水
圧
の
上
昇
に
よ

る
ガ
マ
（
自
噴
水
）
の
増
、
激
化
、
堤
体
の
力
学
的
強
度
の
低
下
に
よ
り
洪
水
時
に

長
良
川
堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
が
あ
り
、
右
控
訴
人
ら
の
生
命
身
体
財
産
が
侵
害
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
主
張
し
て
い
る
。
控
訴
人
ら
の
主
張
は
、
原
状
に
比
べ
て
漏

水
対
策
工
を
し
な
い
場
合

あ
る
い
は
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
の
み
を
施
工
し
た
場
合
に

、

、

地
下
水
圧
が
二
倍
以
上
に
な
る
こ
と
を
論
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
が

被
控
訴
人
は

、

、

右
控
訴
人
ら
が
居
住
す
る
高
須
輪
中
で
は
、
漏
水
対
策
工
と
し
て
堤
外
地
に
ブ
ラ
ン

ケ
ッ
ト
、
堤
内
地
に
堤
脚
水
路
、
第
一
線
承
水
路
、
排
水
路
、
暗
渠
排
水
管
お
よ
び

湧
水
処
理
工
か
ら
な
る
平
面
排
水
対
策
工
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
右
漏
水
対
策
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工
は
本
件
事
業
に
包
含
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
状
と
漏
水
対
策
工
な
し
の
場

合
や

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
工
の
み
の
場
合
の
地
下
水
圧
を
比
較
し
て
も
無
意
味
で
あ
る

、

。

第
一
控
訴
人
目
録
の
控
訴
人
ら
は
、
右
漏
水
対
策
工
が
実
施
さ
れ
て
も
、
な
お
、
地

下
水
圧
が
原
状
よ
り
上
昇
し
、
ガ
マ
が
増
・
激
化
し
、
堤
体
の
力
学
的
強
度
が
低
下

す
る
こ
と
を
具
体
的
に
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う

な
主
張
立
証
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

控
訴
人
ら
は

右
対
策
工
が
機
能
し
な
い
場
合
の
危
険
性
に
つ
い
て
主
張
す
る
が

、

、

右
対
策
工
は
機
能
を
十
分
発
揮
し
得
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
機
能
の
保

全
は
十
分
な
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
仮
に
万
一
将
来
に
お
い
て
局
部
的
に
機
能
不
全

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
改
修
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
控
訴
人
ら

の
生
命
、
身
体
、
財
産
が
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
。



二
九
頁

別
紙
第
一

第
二
控
訴
人
目
録
記
載
の
控
訴
人
ら
は

本
件
堰
が
設
置
さ
れ
る
と

、

、

、

(6)
高
潮
、
津
波
時
の
揖
斐
川
の
負
担
が
過
大
に
な
り
、
揖
斐
川
堤
防
が
溢
水
高
波
等
で

決
壊
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
第
一
控
訴
人
目
録
の
控
訴
人
ら
は
、
本
件
堰
地
点
か
ら
約
十
数
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
上
流
に
居
住
す
る
者
で
あ
る
か
ら
、
高
潮
津
波
時
の
揖
斐
川
堤
防
決
壊
の
被

害
と
は
全
く
無
関
係
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
高
潮
津
波
時
に
お
け
る
本
件
堰
の
影
響
に
つ
い
て
の
控
訴
人
ら
の
主
張
は

失
当
で
あ
る
が

そ
も
そ
も

揖
斐
川
の
幅
員
は
約
五
○
○
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
か
ら

、

、

、

本
件
堰
に
よ
る
影
響
は
揖
斐
川
右
岸
堤
防
の
位
置
で
は
非
常
に
小
さ
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
（
乙
二
七
・
六
頁

、
さ
ら
に
そ
の
影
響
が
第
二
控
訴
人
目
録
の
控
訴
人

）

ら
が
居
住
し
て
い
る
本
件
堰
の
約
二
㎞
下
流
の
揖
斐
川
対
岸
に
ま
で
及
ぶ
と
は
お
よ



三
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そ
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
な
お
控
訴
人
ら
が
被
害
が
及
ぶ
と
い
う

の
で
あ
れ
ば

根
拠
を
示
し
て
具
体
的
に
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ

、

、

そ
れ
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
控
訴
人
ら
の
被
害
主
張
は
、
主
張
自

( )四
体
被
害
が
発
生
す
る
と
は
到
底
認
め
ら
れ
な
い
も
の
や
具
体
性
を
欠
く
も
の
ば
か
り
で

あ
っ
て
、
本
件
事
業
に
よ
っ
て
控
訴
人
ら
が
被
害
を
受
け
る
が
い
然
性
に
つ
い
て
は
何

ら
主
張
立
証
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
堰
の
目
的
と
か
、
長
良
川
河
道
の
流
下
能
力
の
問
題
と
か
、
塩

水
遡
上
と
塩
害
の
問
題
と
か
、
代
替
案
の
問
題
と
か
、
利
水
の
問
題
と
か
、
財
政
負
担

の
問
題
な
ど
は
、
控
訴
人
ら
が
被
害
を
受
け
る
高
度
の
が
い
然
性
が
あ
る
こ
と
を
立
証

し
た
後
、
右
被
害
の
程
度
が
受
忍
限
度
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
判
断
さ
れ
る
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際
に
、
初
め
て
斟
酌
さ
れ
る
事
柄
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
現
段
階
に
お
い
て
は
審
理
の
対

象
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
も
な
い
事
柄
で
あ
る
。

３

事
業
の
公
共
性
＝
公
共
の
利
益
の
存
在

控
訴
人
ら
が
「
公
共
の
利
益
」
や
「
最
適
案
」
で
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
控
訴
人
ら
の
独

自
の
見
解
で
あ
る
。
本
件
事
業
の
差
止
め
の
要
件
と
し
て
は
、
右
２
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で

必
要
か
つ
十
分
で
あ
っ
て
、
仮
に
本
件
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
利
益
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
が
控
訴
人
ら
の
受
け
る
被
害
と
無
関
係
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
に
触
れ
る
必

要
は
な
い
。
本
件
に
お
い
て
は
、
控
訴
人
ら
に
対
し
受
忍
限
度
を
超
え
る
被
害
を
及
ぼ
す

か
否
か
が
端
的
に
判
断
さ
れ
れ
ば
足
り
る
こ
と
で
あ
り
、
本
件
事
業
が
最
適
の
も
の
で
あ

る
と
か
、
必
要
性
が
あ
る
か
否
か
な
ど
と
い
う
問
題
は
、
控
訴
人
ら
に
お
い
て
本
件
事
業

に
よ
り
控
訴
人
ら
が
被
害
を
受
け
る
高
度
の
が
い
然
性
が
あ
る
こ
と
の
主
張
立
証
が
尽
く
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さ
れ
た
の
ち
、
右
被
害
が
受
忍
限
度
を
超
え
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
の
し
ん
し
ゃ
く
事

由
の
一
つ
に
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
代
替
案
と
の
比
較
検
討
の
問
題
に

つ
い
て
も
、
右
同
様
被
害
の
蓋
然
性
の
主
張
立
証
の
な
い
本
件
で
は
、
必
ず
立
ち
入
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
も
な
い
（
名
高
裁
平
成
元
年

第
七
二
九
号
（
紀
宝
バ
イ
パ
ス

(ﾈ)

道
路
建
設
工
事
等
差
止
請
求
控
訴
事
件
）
平
成
七
年
六
月
二
六
日
言
渡
判
決
参
照

。
さ

）

ら
に
、
本
件
事
業
は
既
に
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
代
替
案
と
か
最
適
案
と
か
い

っ
て
み
て
も
詮
無
い
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
、
控
訴
人
ら
が
被
害
を
受
け
る
高
度
の
が
い
然
性
が
あ
る
こ

と
の
立
証
が
な
い
か
ら

本
件
堰
の
目
的
と
か

長
良
川
河
道
の
流
下
能
力
の
問
題
と
か

、

、

、

塩
水
遡
上
と
塩
害
の
問
題
と
か

代
替
案
の
問
題
と
か

利
水
の
問
題
と
か

費
用
負
担

、

、

、

、

財
政
負
担
の
問
題
な
ど
は
、
こ
れ
に
立
ち
入
る
必
要
も
な
い
事
柄
で
あ
る
。
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４

被
害
防
止
対
策

控
訴
人
ら
は
、
本
件
堰
は
浚
渫
に
よ
る
塩
害
防
止
等
を
目
的
と
す
る
被
害
防
止
・
回
復

事
業
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
本
件
事
業
の
目
的
は
右
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
件
堰
の
設

置
に
よ
っ
て
、
河
道
浚
渫
を
可
能
な
ら
し
め
、
も
っ
て
計
画
高
水
流
量
七
五
○
○

／
秒

�

を
安
全
に
流
下
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
河
川
の
正
常
な
機
能
を
維
持
し
、
公
利
の
増
進
と

公
害
の
除
去
を
は
か
る
と
と
も
に
、
濃
尾
及
び
北
伊
勢
地
域
の
都
市
用
水
と
し
て
二
二
・

五

／
秒
の
供
給
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
「
限

�
界
」
と
か
「
補
償
性
」
と
か
「
立
証
責
任
の
内
容
」
と
か
を
論
じ
て
も
無
意
味
で
あ
る
。

５

受
忍
限
度
諭
に
つ
い
て

差
止
請
求
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
権
利
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
か
又
は
権
利

侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
っ
て
、
そ
の
被
害
の
程
度
が
受
忍
限
度
を
超
え
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る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
公
共
の
利
益
の
有
無
も
受
忍
限
度
を
斟
酌
す
る
一

要
素
に
す
ぎ
な
い
。

第
五

証
拠

証
拠
関
係
は
、
原
審
及
び
当
審
記
録
中
の
書
証
目
録
及
び
証
人
等
目
録
記
載
の
と
お
り
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
引
用
す
る
。

理

由

第
一

本
件
各
請
求
の
法
的
根
拠
の
有
無

一

は
じ
め
に

控
訴
人
ら
は
、
当
審
に
お
い
て
、
本
件
各
請
求
の
根
拠
と
し
て
、
環
境
権
及
び
安
全
権
な

る
権
利
を
主
張
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
も
っ
て
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
建
設
差

止
請
求
、
建
造
物
の
収
去
請
求
、
そ
の
運
用
差
止
請
求
の
法
的
根
拠
と
し
得
る
か
否
か
等
、


